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はじめに
　 精神 に障害をもつた人々は、有史以前か ら存在 し精神
治療の歴史 は古い。 しか し、学問としての精神医療や看



























当時の史料を もとに、精神医療 ・看護の移 り変わ りか ら
今後の精神医療 ・看護の進むべき道について探ってみる。
1.愛 知県での精神治療のは じまり一明眼院と順因寺
　愛知県の歴史 は古 く、大化の改新 の頃、尾張国と三河
国がそれぞれ統一 し独 自の文化をもって発展 した。江戸
時代の幕藩体制の頃には尾張藩と三河藩 とな り、藩政を
中心 した経済 ・産業が営 まれていた。医療では、隋唐の
古典医書に準拠 した宮廷医学に佛教医学を併合 した漢方
医学が隆盛を極め、寺社を中心 に治療が行なわれていた。
1)名 古 屋 市 立 大学 看 護 学 部(精 神 看 護 学)
2)名 古 屋 市 立 大学 看 護 学 部(老 年 看 護 学)
1)Nagoya　 Clty University　 School　 of　Nursing(Mental　 Health　 Nursing)
2)Nagoya　 City　 University　 School　 of　Nursing(Elderly　 Nursing)
愛知県では延文2年(1357年)尾 張国海東郡(現 在の海
部郡大治町)の 馬島清僧都による眼科治療が これにあた
る2)。馬島清僧都は、明眼院を建立 し薬師如来 の信仰 に




り集 まったという。佛教的な治療は、病 める人々の心 を
癒すだけでなく回復力を促進 していった。 しか し、明治
維新後、神仏分離、医師法の施行によって、寺社での治
療行為が中止 され佛教的治療 は消滅 した。
一方、精神病 の治療 は、古 く応永年間(1394年 ～1428
年)三 河の国、羽栗の里の公明山順因寺(真 宗大谷派、
現岡崎市羽栗町)で 、灸法 と漢方薬 による精神病の治療
が開始 された3)。公明山順因寺は初めに天台宗 に属 して
いたが、室町時代(1336年 ～1573年)の 初期に真宗大谷




が、昭和31年 境内の治療院を灸寺羽栗病院 として開設 し
今 日に至 っている。近代精神医療 と並んで灸法 と漢方薬の









医学義校(知 多郡),医 学講習場(名 古屋門前町)、好生
学校(名 古屋北鷹匠町)、 愛生舎(碧 海郡)、 皇漢医学校











を拠 出し義病院を設立 した。漢方医学 を中心に治療を行
なっていた。明治5年 に文部省医務課の設置に伴い当医
学所 と病院を併合する傾向にあった。愛知県下の医学校
においても、医学教育 と治療施設を併合 し患者の治療 に
あたっていた。 明治6年5月 、義病院 は患者取扱規則
(抄)(資 料3)を 設定 し、入院患者の治療体制や生活の















された仮病院 は、明治8年1月 に愛知県病院と改称 され
た。
明治9年5月 に医学士ヨングハンスの後任 として、オー






神病 の治療病棟 は当時、癲狂室と呼ばれ私宅監置(座 敷
牢)に 近 い病室であったが、 ローレッツの設計の病室は、
純洋風の個室であった。 ローレッツは、当時の精神病患
者の扱い方や施設 について、「欧州 の80年 ～100年 前に在
しもの」 と述べ、 さらに 「精神病は不幸中の最大不幸 た
る病」と癲 狂室設立の建議の中で述べている7)。
当時の精神病棟の看護者は、看護人 と呼ばれた男性の




あたっていた8)。明治24年9月 「男子看護人 ヲ廃 シ総 テ
女子 ヲ以 テ之ニテ充テ自今看護人 ヲ看護婦 ト改称ス」と
あり、男性 の看護人を解雇 し女子のみを採用するように


























改称 された。外来患者 の増加に伴 い、精神病者を軽症お
よび重症に分類 し、治療方針によって病室 を2等 病室あ






弱ニシテ…(中 略)… 今此状況 ヲ以テ之 ヲ欧米文明國 ノ
精神病者ニ封スル國家 ・公共 ノ制度 ・施設ノ整頓 ・完備
セルニ比ス レバ、實ニ書壌月髄 ノ懸隔相異 ト云ハザルベ
カラズ。」 と意見 を述 べた11)。これ によ って大正8年




取締 りをね らった社会的保護か ら、福祉への医療 ・保護
対策の芽生えが見 られた時期で もあった。 しか し、取締















機能 していった。 この頃には入院患者が120名 にな った
ため、男子と女子 は病棟別に収容 されていた。昭和20年
5月 名古屋大空襲でほとんどの入院患者が焼死 し、全施
設の3分 の2が 灰燼に帰 した。昭和21年 の復旧とともに












病院 と改称 し再編成 となった。その後、医師の招聘をめ
ぐって病院内紛争が起 こり、昭和11年愛知県警察部によっ
て閉鎖を命ぜ られ廃院となった。(写 真2)は 昭和2年 当
時の豊橋再生館病院での様子である。入院患者が ビリヤー




100床)の 民間病院を設立 した。昭和10年 には定員239床
となり、当時は愛知県における最大の精神病院であった。
昭和17年 精治寮病院 と改称 し今日に至 っている。
また、大正6年8月 医師丸山萬五郎 によって、愛知郡
東山村 に東山(と うざん)脳 病院(定 員250人)の 精神
病院が開設された。大正9年 同精神病院内に看護婦養成





じめとする医師が ヨーロッパか ら導入 したものである。
その実施 にあたっては、医師や看護婦が具体的なプ ログ
ラムを作成 していた。 また、構外活動の一環と して演芸
や年中行事などが行なわれていた。構外活動時は、患者
だけでな く医師や看護者および家族や地域住民がともに
参加 していた。当時の レク リェーション活動 は娯楽が中
心であった。年中行事 と日常的な活動を促す ことで、生
活を直接的に改善することがで きた。(写 真4)は 、病
院中庭で行なわれた夏祭 りの演芸の様子である。患者の
笑顔や豊かな表情か ら、当時の穏やかな入院環境を うか
がい知 ることができる。 しか し、昭和20年5月 の空襲で








育 の対象者 を収容す る施設はほとんどなか った15)。八事
少年寮では、医師や看護婦は異常児童(現 在の情緒障害










郎 は欧州 に留学 した経験をもとに、当時では珍 しか った




す ることが、精神病者の回復につなが るという考え方 に
基づ くものでロー レッツ式の精神病室に似ている。一一般
家庭 の居室 とほぼ同様の病室であ り、患者の人権を配慮
した治療環境として設計 されていた。 しか し、昭和20年
名古屋大空襲によって病院は全焼 し閉院となった。 この
時、戦災によ って病院の建物は全焼 したが、看護者の働
きによって入院患者の焼死者 は一人 も出さなか った16)。







生活に必要な物品などを書面(資 料4)で 説明 していた。
また、'家族の面会を奨励 し入院患者が家族や地域社会か
ら孤立 しないよ う配慮 していた。(写 真7)は 病院の中
庭で 日光浴をしている様子である。 イスに座った医師が




交流を図 るなどの対人関係を介 しての治療 も行なわれて
いた。
時を同 じくして、昭和11年5月 元愛知医科大学教授北
林貞道 は、名古屋市西区中村町(現 在は中村区)に 、脳















が同席することで患者の緊張を和 らげた り、発言 しやす
い雰囲気を作 り出すことができる。当時、合同面接が行
なわれていたということは見逃 しがたい事実である。北
林病院は、昭和20年 の戦災で病院全体の4割 を焼失 し一
時閉鎖 となったが、昭和24年2月 に新院長を迎え19床 の







る。今後、史料 の発掘 を心がけていく必要がある。 しか




生活する環境の中で精神(心)の 問題 を左右す る因子に
ついて明 らかにし、積極的に調整 していく必要性を示 し
ている。また、歴史を知 ることは、現在の状況を率直に
















1)樋 口 康 子,稲 岡 文 昭 監 修:精 神 看 護,5,文 光 堂,
東 京,1996.
2)愛 知 県 医 師 会 編:愛 知 県 医 事 風 土 記,9-10,愛 知 県
医 師 会,愛 知,1971.
3)小 林 靖 彦:日 本 精 神 医 学 風 土 記 一第2部,臨 床 精 神
医 学,16(9),1337-1338,1987.
4)名 古 屋 大 学 医 学 部 九 十 年 史 編 集 委 員 会:名 古 屋 大 学
医 学 部 九 十 年 史,17-18,名 古 屋,1961.
5)名 古 屋 大 学 医 学 部 百 拾 五 年 史 編 集 委 員 会:名 古 屋 大
学 医 学 部 百 拾 五 年 史,448,名 古 屋,1988.
6)前 掲4),35-36.
7)小 形 利 彦:ド イツ 医 学 の 地 方 普 及 に貢 献 した ロ ー レッ
ツ,臨 床 医学,1454-1456,1984.
8)小 林 靖 彦:日 本 精 神 医 学 史,99,中 外 医学 社,東 京,
1963.
9)前 掲5)
10)小 林 靖 彦:地 域 精 神 医 学 の 歴 史 一 地 域 精 神 医 療 開 始
へ の祈 り ー,未 発 表 史 料,1978 。
11)呉 秀 三,樫 田 五 郎:精 神 病 者 私 宅 監 置 ノ 實 況 及 ビ其





15)宮 内 充:精 神 医 療 看 護 の あ ゆ み,76-77,勁 草 書 房,
東 京,1992.
16)前 掲10)
17)武 井 麻 子:精 神 看 護 学 ノ ー ト,104,医 学 書 院,東
京,1999.
(平 成13年10月10日 受 稿)
(平 成13年11月20日 受 理)
